


















（昭和 13年 9月）「軍用資源秘密保護法」（昭和 14年 3月）「新聞紙等掲
載制限令」（昭和 16年 1月）「言論出版集会結社等臨時取締法」（昭和 16









































































ら司法処分は、「出版法」では第 22条から第 28 条まで、「新聞紙法」で

























たものはない。ちなみに、昭和 3年 4月 16日に、広島県の呉区裁判所か
ら発行禁止の判決を受けた『中国評論』は、判決を不服として控訴し、そ






















































































































同書 434 ページのうち、19 － 40 ページ、302 － 365 ページ、395 －
400 ページの 3カ所合計 92ページの削除処分を受けた。物理的に該当箇
所の前後も切り取られるので、筆者架蔵書は 301 － 366 ページが切り取
られている。こうした大量削除処分に対し大いに不審をいだいた著者の野
依は、図書課の生

























れているが、その削除箇所は、第 48ページ、第 155 ページ、第 283 ページ、


















































14 年 12 月 26 日－大正 15 年 3 月 25 日）に「出版法」と「新聞紙法」
を一本化してさらに改正を加えた「出版物法案」を提案したが、議会内外
からの反対が強く、審議未了となった。さらに、次の第 52帝国議会（大

















































　昭和 11年 44件（許可： 6件、不許可：38件）14％
　昭和 12年 9件（許可： 3件、不許可： 6件）33％








『出版警察報』第 101 号の記載によると、昭和 12年 1月中の「分割還付」
許可件数は 2件で、不許可はなしとある。同誌は「出版雑誌」（「出版法」
によって発行する雑誌の意）であるが、昭和 11 年 12 月 12 日に発売禁







































































































































のとして、前出『出版警察概観』昭和 8年版の記載を示す。115 － 116 ペー
ジに「削除処分」について記載があり、大正 13年から昭和 8年までの削
除処分件数表が載っているが、昭和 2年の「削除処分」件数は、合計 28件、
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